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樹木が建築物に与える視覚的影響について

模型実験による場合←

中島 松本壮一郎

The Visual Effect that the Trees H乱veIn盟ue:nceon Buildings 

(In cose of the四 pemnentsused by models) 

Hajimu NA瓦AJIMA . SouichilroU MATSU斑OTO

本研究はp 都市の環境を創り上げている建築物の形態(主に外観形状)が視る人にどの様な影響を

与えているかを探る基礎的研究として，建築物周辺に植えられた樹木が建築物の外観形状に与える視

覚的影響を分析し，建築物周辺の樹木の役割りを探った。

実験の方法は，建築物と樹木の模型を製作しフアイ 7 ーク。レコーダーによって注視点を採り，注

視点分布の状況を分析し，これにより視覚影響を解明した。

1圃はじめに

都市を構成する要素は，人口と土地とその上lこ構築さ

れる胞設および政治p 産業3 生活などで代表される機能

lこ分けることができる〉たヲ「都市は，一つの巨大な建

築の集まりである J (マルクス)と言われるように，生

産施設 e 商業施設@住居施設，公共施設@交通施設等で

分類される佳築物の都市の中で占める割合は大きく，都

市を構成する要素の中で3 特lこ重要なものであると考え

られているとこのため，かつては白然の有機的形態に伝

統的かつ歴史的に結びついていた都市の環境(景観)は，

今日では建築物それ自体によって形づくられているよう

になったと言え 9 都市における祝環境の形成要因として

建築物の形態 9 特l乙外観形状の果たす役割は極めて大きく

なると考えられる。本研究は 9 都市の環境を創り上げて

いる建築物の形態(主に外観形状)が，視る人にどの様

な影響を与えているかを探る基礎的な研究であれその

初めとして建築物周辺に植られた樹木が建築物の舛観形

状lこ与える視覚的影響を探った。

2姐 実験方法と内容

主主々が外界から獲得する情報の70%強は視覚系を通し

ていると言われておりラ人間の認識機能にとって「自」

が最も重要なことは言うまでもない。

そこで本実験は，人間が建築物に接した時，建築物の

外観形状をどの様l乙見ているかを眼球運動からとらえよ

うとするものである。眼球運動については，アイマーク・

レコーダーを使用し， Vサインによって示される眼球の

動き(注視点、)を分析し 9 どんな情報を空間から獲得し

ているのか， f可が重要なポイントとなっているのかを探

った。

実験の概要は次の通りである。

建築物周辺にはp 種々の樹木が植えられている場合が

多し建築物外観を判断する時も，一般的には周辺の樹
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木(環境)も合わせて考えられている。そこで樹木が，

建築物の外観形状に与える視覚的傾向を探るため，樹木

の本数を自由に変化出来る模型を作成し，実験を行なっ

た。

模型製作の想定として変電所とその敷地を考えた。変

電所を想定した理由は，種々の生活関連施設の中でも 9

施設そのものを利用しない施設であるため，周辺の住民

とのつながりは建築物の形態への視覚によるものが大き

しその外観形状L 比較的シンプルて、他との比較が容

易にでき 3 建築物への視覚傾向を探るにふさわしいもの

と忠、われた。
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実験1 建築物の外観形状を 4種類、建築物の
高さを 3種類、周辺の樹木の数を 5種類、樹木
の高さを 4種類、計204種類を実験、被験者16
名、提示時間10秒間。
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実験に使用した変電所の模型は，愛知県下の代表的な

既存変電所を敷地ー建築規模・形態から分類し，それを

もとに){oの縮尺で製作した。図 1， 2は，実験に使用し

た建築物と樹木の形状を示したものである。模型へのイ

メージは，予め用意したイメージ調査用紙(形容詞語20

対に対し 7段階で，評定してもらった)に記入してもらっ

た結果の概要である。

被験者は，愛知工業大学学生を対象に男女各々につい

て建築学を修得している者，建築学を修得していない者

の4グループで構成した。

実験は，建物を静止状態(実験 1)と歩行状態で観察

静止状態における注視点分布の~{JIJ
(面的形状。12m・樹木 5m9本)

停留時間
.， 0.2秒未満

事 0.2~0.4秒未満

費量 0 .4~0.6秒未満

• 0ト 08秒未満

毒事 0.8~ 1.0秒未満

事1.0秒以上
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している場合に分け 3 更に歩行状態で観察している場合

を平行(実験 2)，対面(実験 3)，折れ曲り(実験 4)の

3つの歩行状態に分けて実施した。

静止状態の場合は，被験者16名に対して，建築物への

形態を 4種類(面白線@点・複合の各形状)建築物の高

さを 3種類(4・8• 12m)周辺の樹木の数を 5種類

( 0・2幽 5・9'多数本)樹木の高さを 4種類(3 • 5・

7 • 9m) の各組み合せによる 204種類を10秒間提示し

アイマークカメラにより注視点を検出し解析した。

歩行状態の場合は3 被験者12名に対して 4種類の形
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図E 平行歩行状態における丘主邑8分布傾向(左図.面的形状、右図点的形状の場合)
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3圏 実験結果と考察

3-1 周辺樹木がない場合の視覚傾向について

既lこ述べたとおり建築物周辺には 9 種々の樹木が植え

られている場合が多し建築物外観を判断する時，一

般的には，周辺の樹木(環境)も合わせて考えられて

本_ 0 松島

態より面的形状(平行歩行は他に図 61乙示す24種類の点

的形状も加えた)について 9 建築物の高さ p 樹木の高さ

樹木の本数の平均的なものを組み合せた24種類について

行なった。被験者への提示時間はタ人間の視野角p 歩行

速度等を考慮して決めた。詳細は各表と図を参照。
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いる。

そ乙で，樹木が建築物に与える視覚的影響を考える前

l乙9 周囲の樹木等を取り除いた建築物だけが与える視覚

傾向を把握する必要があると考えられる。

そ乙で初めに3 静止状態における者の，周辺樹木がな

い場合の視覚傾向について模型実験を行なった結果を述

べる。

面的形状における建築物への注視点は，壁面(ラジエー

ターも含む)が広くなるほど，建築物自体l乙多く注視さ

れる傾向がある。また，建築物の壁面が一番広くなる建

築物の高さ12mの場合には，〆〆左側外周垂直線(はしと)'〆

"右側外周垂直線η "上部外周水平線μ の谷線上を結ん

だ姐角形上を移動し，壁面の中央へ注がれる注視運動は

見られなかった。

線的形状における注視運動の傾向を注視点跳躍回数か

ら見ると，換気扇IL_注がれる注視運動が多く見られ，さ

らに建築物の高さが12mの場合は，換気扇上部付近lこ注

視点が集まる傾向が見られた。この高さによる違いは，

12mの場合，線的な換気扇の長さが長くなり即座に

換気扇全体を把握できないため，換気扇下部から上部に

移り，上部において注視が落ち着くものによるためと考

えられる。

点的形状においては，線的形状と同様に目印となる要

素である換気扇への注視運動が多く見られた。

点的換気扇と線的換気扇とを注視運動と注視移動軌跡

から比較すると，両者ともに，換気扇とその周辺を中心

l乙，注視移動をすることがわかった。また 3 点的なもの

の万が線的なものより目印となる要素が強し注視点へ

の影響が大きいと思われた。

複合形状での注視運動は，点的形状の場合とほと

んど変化がなく線的な要素として用いた柱への注視

が少なく，点的な要素として用いた換気扇の方が強く影

響していると思われた。

歩行状態における面的形状については，平行・対面・

折れ曲り歩行の場合ともに建築物の高さが 4m・3m。

12mと高くなるにつれて建築物への注視点分布が多くな

った。これは，被験者から見た対象物の面積が大きくな

るにつれて，注視動作がその対象物の建築物の中で多く

なる乙とによって誘因されるためによると思われる。

また，点的形状の場合は9 点の数が変化しなければ，

建築物の高さが 4. 3・12mと高くなっても 9 建築物

への注視点分布はあまり変化しない。しかし，点の数が

多いほど，点を集中的IL配列させるより分散させた方が

点への注視点分布密度・注視点、跳躍回数は多くなり，その

分建築物への注視は少なくなる。これは，多くの点を分散

せたことが，建築物において多くのポイン卜となった事

が，注視動作を引き起こす要因となったと思われる。

平行歩行状態の場合，移動lこ伴い建築物の壁面が二面

に見えるとき 9 そのこ面にわたる注視点の移動が行なわ

れるが，正簡を通り過ぎるまでは，正面と側面とを 3 そ

の面積比率l乙比例するように注視点も移動するが，正面

を通り過ぎて新たなる面である右側面が出現してくる

とき，注視点の移動lζ，-8寺的に急激な増加が見られた。

乙れは，今まで対象となっていなかった右側面に，何が

あるのだろうかという興味や探索が起こり，また，以前

より見えている前面との比較をする作業等のためp その

面へと注視点の移動が増加するのではなし、かと恩われる。

3 - 2 周辺樹木の増加に伴う静止状態の視覚傾向に

ついて

静止状態においてタ建築物周辺に樹木を加え3 その高

さ9 本数を変えることにより現われる注視点の変化を図

5 I乙示した。

これによると 9 逮築物の何れの形状においても樹木の

高さに関わらず，その本数が増加するにつれて建築物やp

ラジエーターへの注視点が滅り，樹木への注視点が増える

傾向が見られ，特l乙，樹木の高さが 9mで，本数が 9本

又は多数の場合9 建築物部分への注視の割合が極端に少

なくなる。 ζの事は，樹木の位置及び建築物との面積割

合によるものと考えられる。

また，樹木が建築物の高さより高くなった場合l乙9 そ

の突出部分の多少に関わらず，突出部分への注視はほとん

どなくなった。乙のことは，建築物の外周水平線が注視

点の上下の運動の上限をなくしていると考えられる。し

かし，例外として，樹木が 9mで3 本数が 2本のときは，

この傾向を示さないため 3 更に研究を重ねる必要がある

と思われる。

さらに， [3 -1)の樹木がない場合と比較すると p

次の通りである。

ラジエーターがついている，高さ 3m.12mの建築物に

おける樹木の高さが低い 5mまでの場合では，建築物の

周辺に樹木が植えられでも，建築物への注視点分布には，

僅かな減少しか見られなく，樹木への注視点は，ラジエー

タ一等の建築物以外への注視が移行したものと思われ注

目しナこい。

3-3 周辺樹木の増加に伴う歩行状態の視覚傾向に

ついて

建築物周辺の樹木の噌加に伴う歩行状態にある者の視

覚傾向については，建築物の外観形状が面的形状の場合

に限って行なった。既(L述べた通り歩行状態については

平行・対面。折れ曲りの 3種類の歩行について行ない9

周辺の樹木については，樹木の高さ，本数を図 6，7の

ように組み合せた 8種類について行なった。
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全体的に言えることはヲ樹木の高さの変化よりも樹木

の本数の変化によることにより，樹木への注視点分布が

変わり，樹木の本数の増加によってヲ樹木への注視分布

が増える傾向が見られた。このことは，静止状態の:場合

と同様に，樹木の増加によって，建築物を始め他の要因

が覆い隠されるためと思われる。

王手行歩行と対面歩行3 折れ由り歩行の 3つの歩行状態

を比較すると，対面 ι 折れ曲り歩行の時，建築物への注

視点分布の割合は平行歩行の時より端的に少なし建築

物以列の要素が増えるが，樹木への注視点分布は平行歩

行の場合が一番多くなる傾向が見られた。

また，対面及び折れ曲りの場合， (3-2]の静止歩

行の場合よりフェンスへの注視点が増加した。このフェ

ンスへの注視は，樹木の増減にあまり関係なく一定であ

り，静止の場合と同様に建築物周辺の樹木の増減による

注視点の分布変化は，建築物とラジエターの間で行なわ

れているようで，対面及び折れ曲りの場合においては略

樹木の影響が建築物と，建築物に取り付けられたラジエー

ターに強く作用することが明らかになった。

6. おわりに

建築物の高さが 4・8.12mと増すにつれて，建築物

自体への注視点分布が高くなり，樹木を始め他の構成要

素への注視点分布の割合が低くなる傾向が見られた。

しかし，樹木を中心l乙取り上げて分析を試みると次の

様な傾向が見られた。

樹木の本数や高さによる影響については，樹木の本数

が多くなるにつれて，樹木の高さが高くなるにつれて，

樹木への注視点分布が増す傾向が見られた。また，樹木

の高さと，本数の関係を探ると，樹木の高さの変化より

樹木の本数の変化の方が，注視点の分布に強く影響する

ことカ〉わカ〉った。

また，静止状態と歩行状態での樹木への注視点分布を比

較すると，静止状態の場合の方がp 樹木への注視が多く

なる傾向が見られた。

以よのことより，今回，実験に使用した建築物の外観

形状においては，樹木lこは，建築物を覆い隠す役割Jりが

あり，本数，高さの工夫によっては，目印とすることが

できること古河司えた。
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